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みやぎ漁師カレッジ短期研修（ワカメ養殖現場研修）



はじめに

※掲載している統計データは、端数処理により実績値とその内訳が異なる場合があります。
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❸ 漁業担い手確保の取組

【みやぎ漁師カレッジ長期研修】

　（公財）宮城県水産振興協会内に「宮城県漁業就業者確保育成センター（※１）」を設置し、漁業体験、漁労技術の習得、就労支
援などについてワンストップで相談できる窓口を開設しています。また、海や漁業に興味のある方を対象とした「みやぎ漁師カ
レッジ短期研修」や、漁師を志す方、漁師の後継者等を対象とした「みやぎ漁
師カレッジ長期研修（※２）」を開催し、将来の浜の担い手となる漁業者を育成
します。みやぎの海で漁師を目指す皆様をお待ちしています。

　※１ 宮城県漁業就業者確保育成センター　HP
　　　 （https://www.ryoushi-miyagi.org/　または
　　　 「みやぎの海で漁師になろう」で検索）
　※２ みやぎ漁師カレッジ長期研修のPR動画は、
　　　 右側のQRコードからご覧ください。 みやぎ漁師カレッジ

PR動画（YouTube）

【みやぎ漁師カレッジ短期研修】
宮城の水産業に関する基礎知識やロープワークなどの座学、
カキ・ワカメ・ホヤなどの養殖業や定置網、刺し網などの漁業
現場体験を通じて、漁業への理解を深めます。

【漁労技術習得】
遠洋マグロはえ縄船は数ヶ月から1年の航海となります。出港する前に陸上でロープワークなど
の漁労技術を学びます。

※QRコードはデンソーウェーブの登録商標です。

　沖合・遠洋漁業の船舶職員不足、乗組員の高齢化に対応するため、漁協や漁業者等が行う、
就業者または幹部船員の確保対策に対して支援を行っています。

将来の就業を見据えて選択した研修先等での漁業現場研修や、宮城県の各種漁業や法制度、安全対策、ロープワークなどに関す
る座学研修を通じて漁労技術・知識の習得を目指します。また、漁業の現場で必要となる小型船舶操縦免許や海上特殊無線技士
などの資格も研修中に取得します。（就業後おおむね５年以内の方が、漁業の知識や専門的な技術をより深く学ぶために参加い
ただくことも可能です。）
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帆立のリッチフレーク
〈末永海産株式会社〉
銀鮭ゆう庵漬け
焼きほぐし

〈株式会社斉吉商店〉

〈株式会社松島蒲鉾本舗〉

閖上赤貝刺身
〈有限会社まるしげ〉

ほや茶漬けの素
〈宮城県立支援学校女川高等学園〉

三陸産銀鮭
炙りスモークスライス

宮城県産
雨乞の柚子たらこ
〈湊水産株式会社〉

牡蠣グラタン
〈株式会社ヤマナカ〉

第48回（令和5年度）

チーズdeわかめ
〈有限会社ムラカミ〉

蔵王CBBP5個入（箱）
〈株式会社阿部蒲鉾店〉

塩蔵春告げわかめ
〈末永海産株式会社〉

まるごと赤貝
〈有限会社まるしげ〉

いか軟骨甘酢漬
〈いかの塩辛本舗 平塚商店〉

あなご飯の素
〈魚喜久水産株式会社〉

第49回（令和6年度）

黄金レモンたらこ
〈湊水産株式会社〉

チーズdeわかめ
（有限会社ムラカミ）

蔵王CBBP5個入（箱）
（株式会社阿部蒲鉾店）

黄金レモンたらこ
（湊水産株式会社）

塩蔵春告げわかめ
（末永海産株式会社）

114 20



　県内外へのさらなる水産加工品の販路開拓・拡大に向け県内の水産
加工業者に、効果的な商談機会を提供するため、シーフードショー等
の大規模展示商談会に県ブースを設置し出展しています。県内水産加
工業者を県ブースに集め一体感を創出することで、県産水産物・水産
加工品を強くＰＲしています。

　県民の方々に、地元の水産物・水産加工品への理解・関心を高めてもらい、暮らしの中で食べるきっかけと
するために、様々な取組を行っております。

■毎月第３水曜日は「みやぎ水産の日」
　県では、県内で獲れるおいしい水産物や水産加工品を、県民の皆様にもっと知って
もらい、食べてもらうために、「みやぎ水産の日」を制定しています。
　毎年、県内量販店や市場関係者と、月ごとにオススメする「テーマ食材」を設定して
おり、旬の水産物を知る、食べるきっかけとなる日になるようにＰＲをしています。

■魚食普及

【みやぎ水産の日まつり】

【県庁１階販売会】

【出前講座の開催】
水産庁認定の「お魚かたり
べ」が宮城の海と魚に関す
る知識や魚食の大切さなど
を講義するとともに、「みや
ぎ水産の日」のテーマ食材
を中心に、旬の水産物を使
用した調理講習を行う出前
講座を開催しています。

【さかなファンの育成】
魚の耳石の採り方を楽しく
学ぶことを通して、魚食や
水産物に興味をもつ「さか
なファン」を育成するため、
宮城県産地魚市場協会と
県が連携して、耳石採集の
講習や耳石ハンターの認
定を行っています。

【SNSによる情報発信】
SNS（Instagram、face
book、Youtubeなど）を
用いて、水産物・水産加工
品の情報、県が開催する販
売会や各種イベントなどの
情報発信を行っています。
（右のQRコードからイン
スタグラムの投稿内容を確
認できます。）

【量販店キャンペーン】
コロナ禍などにより消費
が低迷した本県水産物の
需要喚起を図るため、多く
の人が買い物に訪れる県
内外の量販店と連携し、旬
を迎える水産物をＰＲする
とともに販売を促進する
キャンペーンを実施してい
ます。

※QRコードはデンソーウェーブの登録商標です。

本県自慢の水産加工品の魅
力を発信し消費拡大につな
げるため、ＪＲ仙台駅におい
て品評会受賞品を中心にＰＲ
販売する「みやぎ水産の日ま
つり」を例年２月に開催して
います。

年4回程度、県庁１階ロビー
において、県内水産加工品の
販売会「みやぎ水産の日マ
ルシェ」を開催しています。
毎回、おいしい水産加工品を
求める多くの人に来場いた
だいています。



水産技術総合センター

　水産技術総合センターでは、「宮城県水産業試験研究推進構想」に基づき、水産試験研究機関が取組
むべき５つの「主要目標」と「推進方策」を定め、本所・気仙沼水産試験場が地域特性等を考慮した役割
分担を行い、効率的かつ効果的な試験研究の推進に努めています。
　さらに、本所は水産加工公開実験棟や種苗生産施設が県全域を対象に試験研究業務を行っています。
　令和６年度には、閉鎖循環式陸上養殖研究棟が加わり、陸上養殖技術の開発にも取り組みます。

◎水産技術総合センター（本所）

◎気仙沼水産試験場

〇漁業調査指導船
様々な調査機器を装備して海洋観測や水産資源調査
を行っています。これらの観測データは、国内の各研
究機関と共有され、海況予報や資源評価・漁場把握等
に活用されています。
「開洋」
総トン数 ／ 19トン（長さ15.90m、幅4.30m、深さ1.50m）
主 機 関 ／ ディーゼル機関610kW
最大速力 ／ 17.9ノット
航海速力 ／ 15.1ノット
乗 組 員 ／ 5名
竣　　工 ／ 平成25年3月27日
調査海域 ／ 宮城県沿岸海域

「みやしお」
総トン数 ／ 199トン（長さ36.07m、幅7.60m、深さ3.20m）
主 機 関 ／ ディーゼル機関1,471kW
最大速力 ／ 14.5ノット
航海速力 ／ 13.0ノット
乗 組 員 ／ 16名
竣　　工 ／ 平成26年3月31日
調査海域 ／ 沖合海域

本県の水産試験研究の中核機関として試験研究計画の策
定や各機関の連携・調整を行います。試験研究の主な取組
としては、養殖業に係る技術指導・改良・開発や漁業調査
指導船による水産資源調査・海洋観測、仙台湾や松島湾な
どの漁場環境調査、魚類防疫に係る調査研究などを行っ
ています。

本県北部地域における沿
岸漁業・養殖業の生産性
向上のため、ワカメ・ホタ
テガイ・カキ等の養殖技
術指導・改良・開発、アワ
ビ・ウニ類等の資源管理・
増養殖技術の開発、気仙沼湾や志津川湾の漁場環境調査など
を行っています。

〇水産加工公開実験棟
４０種類以上の加工機
械のほか、成分分析の
ための機器を整備し、
水産加工に関する研究
を行っています。加工
機械については、県内水産加工企業、漁業者等が試
作試験のために使用できる環境を整備しています。

〇種苗生産施設
栽培漁業の拠点とし
て、県と（公財）宮城
県水産振興協会が連
携し、アワビやアカガ
イの種苗生産、ヒラ
メ・ホシガレイの中間
育成などを行い、種苗の配布や放流を行っています。

本所敷地内に整備され、令和６年度より運用を開始して
います。ギンザケやイワナなどの淡水魚やホシガレイな
ど海水魚にも対応可能で、幅広い魚種を対象に試験・研究
を行って
います。

〇閉鎖循環式陸上養殖研究棟



【宮城県水産業試験研究推進構想】
　主要目標１：環境変動等に対応した漁業･養殖生産の安定化に資する調査と技術開発
　主要目標２：水産業の生産性･収益性向上に資する技術的支援
　主要目標３：漁海況情報の精度向上及び資源管理の高度化への対応
　主要目標４：漁場環境の保全に寄与する研究･技術開発
　主要目標５：海洋環境等の基礎調査
　推 進 方 策：課題の多様化・専門化に対応した試験研究体制の構築と成果の社会実装

水産資源の評価・管理（主要目標１、３）

海水温上昇への対応（主要目標１、５）

海水温上昇への対応（主要目標１、４）

養殖生産の安定化（主要目標１、４）

新たな魚種への対応（主要目標１、２）

内水面漁業・養殖業の安定化（主要目標１、５）

漁業取締船「うみたか」
総トン数 ／ 61トン（長さ28.60m、幅5.50m、深さ2.70m）
主 機 関 ／ ディーゼル機関3,526kW
乗 組 員 ／ 8名
竣　　工 ／ 平成27年11月27日

漁業取締船「うみわし」
総トン数 ／ 65トン（長さ28.60m、幅5.50m、深さ2.70m）
主 機 関 ／ ディーゼル機関3,526kW
乗 組 員 ／ 8名
竣　　工 ／ 令和元年12月25日

県内で水揚げされる魚の生
態を調べるため、体長や体
重、胃の内容物や年齢を調
べています。これらの基礎生
態情報は資源評価や資源管
理に役立てられます。

全国有数のノリ、カキ、ワカ
メ等の養殖業を支えるため、
幼生の発生状況や漁場の栄
養塩の調査を行い、漁業者
に情報提供しています。

海水温上昇に対応するため、
陸上養殖による新たな養殖
種の飼育試験や増加してい
る暖水性魚種の漁場調査を
行っています。

海洋変化に伴う水揚量の減少により、
加工原料不足や価格高騰など厳しい
経営環境の中、近年、増加する暖水性
魚種や低・未利用魚の利用加工研究
を通じて、水産加工企業等が実施す
る商品開発の支援や利用促進を図る
ための情報発信を行っています。

岩礁域の水産資源を持続的
に利用できるよう、アワビ・ウ
ニ類の資源調査や海中造林
のためのアラメ種苗生産試
験を行っています。

魚病診断や養魚場巡回によ
る生産指導をはじめ、アユの

環境調査、外来生物やカワウ
の被害対策に取り組んでい
ます。



■ 保護区域
保護期間　12月1日から
　　　　　翌年4月30日まで
大きさ　　1～2海里以内
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【伊達いわな】とは、宮城県水産技術総合センター内水面水産試験場が新たな県
の特産品として開発した「全雌三倍体イワナ」のブランド名です。ブランド管理指針
に基づき、宮城県が認定した生産者だけが【伊達いわな】として出荷しています。
　性成熟しないことから、通常のイワナより早く大きくなり、産卵期でも味が落
ちません。ほどよく脂が乗ってクセもないので、淡水魚では珍しい刺身やカルパッ
チョなどの生食をはじめ、ムニエルなど様々な料理に合わせやすく、希少食材とし
て、卸売市場やホテル、飲食店などで高い評価を得ています。
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漁獲量の推移（火光利用敷網漁業以外）は漁業・養殖業生産統計年報（農林水産省）より引用（R5は速報値）。火光利用敷網漁業につい
ては宮城県総合水産行政システム（宮城県）より引用及び漁協聞き取りによる。魚の写真は旧志津川町発行「南三陸の沿岸魚」より引用。
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Neopyropia yezoensis

R4 R5
参考：R5 生産額は63.4億円

参考：R5 生産額は19.0億円

参考：R6 生産額は96.9億円

R4 R5

R5 R6

　沿岸の静穏な海域を利用して筏を浮かべたり、生簀を入れたりして海藻・貝・魚などをつくり育てる
漁業をいいます。宮城県ではノリ・マガキ・ギンザケ・ワカメ・マコンブ・マボヤ・ホタテガイなどの養殖が
盛んに行われています。

いけ す

本県では、江戸時代に県北部の気仙沼湾で養殖が始められ、その後、中部や南部
にも広がりました。昭和30年頃から人工採苗と養殖技術の進歩で外洋でも養殖が
行われるようになり、生産量が飛躍的に増えました。現在は加工工程のほとんどが
機械化され、均質な昧のよい乾のりが生産されています。

昭和50年に志津川湾で養殖が開始され、現在では全国第1位の生産量を誇っています。
内水面の養魚場で育てられた後、秋に海面の生け簀に移され、春から夏にかけて出
荷されます。活け締め処理を施した最高級ブランド「みやぎサーモン」は、宮城県で
初めて国の地理的表示（GI）※として登録されました。　

6月

7月下旬

ギンザケ・ホヤ以外の養殖生産物については宮城県漁業協同組合の共販実績、ギンザケ・ホヤについては宮城県漁業協同組合調べ。
。



R5 R6

R5 R6

R5 R6

R4 R5

Giant Kelp

参考：R6 生産額は20.7億円

参考：R6 生産額は0.2億円

参考：R6 生産額は2.1億円

参考：R5 生産額は24.5億円

本県では昭和40年代に養殖が始められ、現在は気仙沼湾、追波湾を中心に生産さ
れています。本県のコンブは葉が柔らかい特性を活かして結びこんぶやすきこん
ぶなどに加工され、おでん等に使われています。

宮城県産は、活貝として高い需要があります。

本県では、昭和20年代後半から30年代初頭にかけて技術開発が行われ、その後、



この印刷物は，輸送マイレージ低減によるCO2削減や
地産地消に着目し，国産米ぬか油を使用した
新しい環境配慮型インキ ライスインキで印刷し，
印刷用の紙へリサイクルできます。

閉鎖循環式陸上養殖研究棟

～閉鎖循環式陸上養殖とは～
▲ 研究棟の外観

▼竣工式の様子

▲ 閉鎖循環式陸上養殖システム

　県では、近年、目まぐるしく変化する海
洋環境に対応していくため、サケ類等の
効率的で安定的な養殖技術を開発し、県
内事業者へ技術普及することを目的に、
閉鎖循環式陸上養殖研究棟を建設し、令
和6年度より運用を開始しました。

　「閉鎖循環式陸上養殖」とは、従来の海
面養殖やかけ流し式養殖と異なり、陸上の
施設で、飼育水をろ過システムを用いて浄
化しながら再利用し、養殖を行うもので
す。陸上養殖は自然環境や立地、魚種の制
約を受けにくく、飼育環境の管理により生
産性の向上や作業量の軽減が見込め、ま
た、排水が極めて少ないため環境負荷が小
さいことから、サステナブル（持続可能）な
養殖として、近年、注目が集まっています。


